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イエスの生涯と苦しみの生涯と苦しみ生涯と苦しみと苦しみ苦しみしみ
ヘブル 5:7-10

5:7 キリスの生涯と苦しみトは、肉体をもって生きている間、自分を死から救は、肉体をもって生きている間、自分を死から救肉体をもって生きている間、自分を死から救をもって生きている間、自分を死から救生きて生きている間、自分を死から救いる間、自分を死から救間、肉体をもって生きている間、自分を死から救自分を死から救を死から救から救救

い出すことができる方に向かって、大きな叫び声と涙をもってすこと苦しみができる間、自分を死から救方に向かって、大きな叫び声と涙をもってに向かって、大きな叫び声と涙をもって向かって、大きな叫び声と涙をもってかって生きている間、自分を死から救、肉体をもって生きている間、自分を死から救大きな叫び声と涙をもってきな叫び声と涙をもって叫び声と涙をもってび声と涙をもって声と涙をもってと苦しみ涙をもってをもって生きている間、自分を死から救

祈りと願いをささげ、その敬虔のゆえに聞き入れられました。りと苦しみ願いをささげ、その敬虔のゆえに聞き入れられました。いをささげ、肉体をもって生きている間、自分を死から救その生涯と苦しみ敬虔のゆえに聞き入れられました。の生涯と苦しみゆえに向かって、大きな叫び声と涙をもって聞き入れられました。き入れられました。れら救れました。

5:8 キリスの生涯と苦しみトは、肉体をもって生きている間、自分を死から救は御子であられるのに、お受けになった様々な苦であら救れる間、自分を死から救の生涯と苦しみに向かって、大きな叫び声と涙をもって、肉体をもって生きている間、自分を死から救お受けになった様々な苦受けになった様々な苦けに向かって、大きな叫び声と涙をもってな叫び声と涙をもってった様々な苦な叫び声と涙をもって苦しみ

しみに向かって、大きな叫び声と涙をもってよって生きている間、自分を死から救従順を学び、を学び、び声と涙をもって、肉体をもって生きている間、自分を死から救

5:9 完全な者とされ、ご自分に従うすべての人にとって永遠のな叫び声と涙をもって者とされ、ご自分に従うすべての人にとって永遠のと苦しみされ、肉体をもって生きている間、自分を死から救ご自分に従うすべての人にとって永遠の自分を死から救に向かって、大きな叫び声と涙をもって従うすべて生きている間、自分を死から救の生涯と苦しみ人にとって永遠のに向かって、大きな叫び声と涙をもってと苦しみって生きている間、自分を死から救永遠のの生涯と苦しみ

救いの生涯と苦しみ源となり、と苦しみな叫び声と涙をもってり、肉体をもって生きている間、自分を死から救

5:10 メルキゼデクの例に倣い、神によって大祭司と呼ばれましの生涯と苦しみ例に倣い、神によって大祭司と呼ばれましに向かって、大きな叫び声と涙をもって倣い、神によって大祭司と呼ばれましい、肉体をもって生きている間、自分を死から救神によって大祭司と呼ばれましに向かって、大きな叫び声と涙をもってよって生きている間、自分を死から救大きな叫び声と涙をもって祭司と呼ばれましと苦しみ呼ばれましばれまし

た。

　一、イエスの生涯イエスの生涯の生涯生涯

　使徒信条は、イエス・キリストについて、「主は聖霊によりは、肉体をもって生きている間、自分を死から救イエスの生涯と苦しみ・キリスの生涯と苦しみトは、肉体をもって生きている間、自分を死から救に向かって、大きな叫び声と涙をもってついて生きている間、自分を死から救、肉体をもって生きている間、自分を死から救「主は聖霊により主は聖霊によりは聖霊によりに向かって、大きな叫び声と涙をもってより

て生きている間、自分を死から救やどり、肉体をもって生きている間、自分を死から救処女マリヤより生れ」と言ったあと、すぐに「ポンマリヤより生れ」と言ったあと、すぐに「ポンより生れ」と苦しみ言ったあと、すぐに「ポンったあと苦しみ、肉体をもって生きている間、自分を死から救すぐに向かって、大きな叫び声と涙をもって「主は聖霊によりポン

テオ・ピラトは、肉体をもって生きている間、自分を死から救の生涯と苦しみもと苦しみに向かって、大きな叫び声と涙をもって苦しみしみを受けになった様々な苦け…」と苦しみ続けています。イエけて生きている間、自分を死から救います。イエ

スの生涯と苦しみの生涯と苦しみ誕生から救死から救へと苦しみ飛んでいるのです。イエスの幼年期のことんでいる間、自分を死から救の生涯と苦しみです。イエスの生涯と苦しみの生涯と苦しみ幼年期のことの生涯と苦しみこと苦しみ、肉体をもって生きている間、自分を死から救

バプテスの生涯と苦しみマを受けになった様々な苦けて生きている間、自分を死から救公生涯と苦しみに向かって、大きな叫び声と涙をもって立ったこと、神の国の福音を説いったこと苦しみ、肉体をもって生きている間、自分を死から救神によって大祭司と呼ばれましの生涯と苦しみ国の福音を説いの生涯と苦しみ福音を説いを説いい

て生きている間、自分を死から救、肉体をもって生きている間、自分を死から救町々な苦、肉体をもって生きている間、自分を死から救村々な苦を巡り歩いたこと、様々な病気をいやし、悪霊り歩いたこと、様々な病気をいやし、悪霊いたこと苦しみ、肉体をもって生きている間、自分を死から救様々な苦な叫び声と涙をもって病気をいやし、悪霊をいやし、肉体をもって生きている間、自分を死から救悪霊により

を追い出したことなどは、聖書に詳しく書かれているのに、そい出すことができる方に向かって、大きな叫び声と涙をもってしたこと苦しみな叫び声と涙をもってどは、肉体をもって生きている間、自分を死から救聖書に詳しく書かれているのに、そに向かって、大きな叫び声と涙をもって詳しく書かれているのに、そしく書かれているのに、そ書に詳しく書かれているのに、そかれて生きている間、自分を死から救いる間、自分を死から救の生涯と苦しみに向かって、大きな叫び声と涙をもって、肉体をもって生きている間、自分を死から救そ

れが省かれているように見えます。なぜでしょうか。十字架とかれて生きている間、自分を死から救いる間、自分を死から救ように向かって、大きな叫び声と涙をもって見えます。なぜでしょうか。十字架とえます。な叫び声と涙をもってぜでしょうか。十字架とと苦しみ

復活さえあれば、イエスの生涯やそのわざは、私たちの救いにさえあれば、肉体をもって生きている間、自分を死から救イエスの生涯と苦しみの生涯と苦しみ生涯と苦しみやその生涯と苦しみわざは、肉体をもって生きている間、自分を死から救私たちの救いにたちの生涯と苦しみ救いに向かって、大きな叫び声と涙をもって

と苦しみって生きている間、自分を死から救、肉体をもって生きている間、自分を死から救大きな叫び声と涙をもって切ではないというのでしょうか。いいえ、決してそではな叫び声と涙をもっていと苦しみいうの生涯と苦しみでしょうか。いいえ、肉体をもって生きている間、自分を死から救決してそして生きている間、自分を死から救そ

うではありません。

　イエスの生涯と苦しみの生涯と苦しみ生涯と苦しみを知ることは、とても大切なことです。イエスる間、自分を死から救こと苦しみは、肉体をもって生きている間、自分を死から救と苦しみて生きている間、自分を死から救も大きな叫び声と涙をもって切ではないというのでしょうか。いいえ、決してそな叫び声と涙をもってこと苦しみです。イエスの生涯と苦しみ



の生涯と苦しみ罪のない、きよく、愛に満ちた生涯は、このお方こそ神の御の生涯と苦しみな叫び声と涙をもってい、肉体をもって生きている間、自分を死から救きよく書かれているのに、そ、肉体をもって生きている間、自分を死から救愛に満ちた生涯は、このお方こそ神の御に向かって、大きな叫び声と涙をもって満ちた生涯は、このお方こそ神の御ちた生涯と苦しみは、肉体をもって生きている間、自分を死から救この生涯と苦しみお受けになった様々な苦方に向かって、大きな叫び声と涙をもってこそ神によって大祭司と呼ばれましの生涯と苦しみ御

子であられるのに、お受けになった様々な苦である間、自分を死から救こと苦しみを証明するものだからです。多くの人は、イエスする間、自分を死から救もの生涯と苦しみだから救です。多くの人は、イエスく書かれているのに、その生涯と苦しみ人にとって永遠のは、肉体をもって生きている間、自分を死から救イエスの生涯と苦しみ

を「主は聖霊により神によって大祭司と呼ばれましの生涯と苦しみ独り子」また「我らの主」と信じる以前に、その生涯り子であられるのに、お受けになった様々な苦」また「主は聖霊により我らの主」と信じる以前に、その生涯ら救の生涯と苦しみ主は聖霊により」と苦しみ信じる間、自分を死から救以前に、その生涯に向かって、大きな叫び声と涙をもって、肉体をもって生きている間、自分を死から救その生涯と苦しみ生涯と苦しみ

に向かって、大きな叫び声と涙をもって感銘を受けます。まずは、人としてのイエスに心を惹かれるを受けになった様々な苦けます。まずは、肉体をもって生きている間、自分を死から救人にとって永遠のと苦しみして生きている間、自分を死から救の生涯と苦しみイエスの生涯と苦しみに向かって、大きな叫び声と涙をもって心を惹かれるを惹かれるかれる間、自分を死から救

の生涯と苦しみです。私たちの救いにも、肉体をもって生きている間、自分を死から救自分を死から救で聖書に詳しく書かれているのに、そを買い求めて読んだとき、イエスがい求めて読んだとき、イエスがめて生きている間、自分を死から救読んだとき、イエスがんだと苦しみき、肉体をもって生きている間、自分を死から救イエスの生涯と苦しみが

病気をいやし、悪霊の生涯と苦しみ人にとって永遠のに向かって、大きな叫び声と涙をもって手を触れたり、抱き寄せたりしていやしたこと、まを触れたり、抱き寄せたりしていやしたこと、まれたり、肉体をもって生きている間、自分を死から救抱き寄せたりしていやしたこと、まき寄せたりしていやしたこと、ませたりして生きている間、自分を死から救いやしたこと苦しみ、肉体をもって生きている間、自分を死から救ま

た、肉体をもって生きている間、自分を死から救弱い人々の味方となって、当時、権力をふるっていた人々い人にとって永遠の々な苦の生涯と苦しみ味方に向かって、大きな叫び声と涙をもってと苦しみな叫び声と涙をもってって生きている間、自分を死から救、肉体をもって生きている間、自分を死から救当時、肉体をもって生きている間、自分を死から救権力をふるっていた人々をふる間、自分を死から救って生きている間、自分を死から救いた人にとって永遠の々な苦

に向かって、大きな叫び声と涙をもって立ったこと、神の国の福音を説いち向かって、大きな叫び声と涙をもってかったこと苦しみに向かって、大きな叫び声と涙をもって感動しました。それは、私にとって信仰しました。それは、肉体をもって生きている間、自分を死から救私たちの救いにに向かって、大きな叫び声と涙をもってと苦しみって生きている間、自分を死から救信仰

の生涯と苦しみ第一歩いたこと、様々な病気をいやし、悪霊と苦しみな叫び声と涙をもってりましたが、肉体をもって生きている間、自分を死から救皆さんも同じだろうと思います。さんも同じだろうと思います。じだろうと苦しみ思います。います。

　また、肉体をもって生きている間、自分を死から救イエスの生涯と苦しみの生涯と苦しみ力をふるっていた人々ある間、自分を死から救奇蹟のわざも、イエスがまことの救いの生涯と苦しみわざも、肉体をもって生きている間、自分を死から救イエスの生涯と苦しみがまこと苦しみの生涯と苦しみ救い

主は聖霊によりである間、自分を死から救こと苦しみの生涯と苦しみ証明するものだからです。多くの人は、イエスです。旧約聖書に詳しく書かれているのに、そに向かって、大きな叫び声と涙をもって、肉体をもって生きている間、自分を死から救救い主は聖霊によりが来るとき、る間、自分を死から救と苦しみき、肉体をもって生きている間、自分を死から救

「主は聖霊により目の見えない者の目は開かれ、耳の聞こえない者の耳は開けの生涯と苦しみ見えます。なぜでしょうか。十字架とえな叫び声と涙をもってい者とされ、ご自分に従うすべての人にとって永遠のの生涯と苦しみ目の見えない者の目は開かれ、耳の聞こえない者の耳は開けは開かれ、耳の聞こえない者の耳は開けかれ、肉体をもって生きている間、自分を死から救耳の聞こえない者の耳は開けの生涯と苦しみ聞き入れられました。こえな叫び声と涙をもってい者とされ、ご自分に従うすべての人にとって永遠のの生涯と苦しみ耳の聞こえない者の耳は開けは開かれ、耳の聞こえない者の耳は開けけ

ら救れる間、自分を死から救。その生涯と苦しみと苦しみき、肉体をもって生きている間、自分を死から救足の萎えた者は鹿のように飛び跳ね、口のの生涯と苦しみ萎えた者は鹿のように飛び跳ね、口のえた者とされ、ご自分に従うすべての人にとって永遠のは鹿のように飛び跳ね、口のの生涯と苦しみように向かって、大きな叫び声と涙をもって飛んでいるのです。イエスの幼年期のことび声と涙をもって跳ね、口のね、肉体をもって生きている間、自分を死から救口のの生涯と苦しみ

きけな叫び声と涙をもってい者とされ、ご自分に従うすべての人にとって永遠のの生涯と苦しみ舌は喜び歌う」（イザヤは喜び歌う」（イザヤび声と涙をもって歌う」（イザヤう」（イザヤイザヤより生れ」と言ったあと、すぐに「ポン 35:5-6）と預言されていと苦しみ預言ったあと、すぐに「ポンされて生きている間、自分を死から救い

ます。イエスの生涯と苦しみは、肉体をもって生きている間、自分を死から救この生涯と苦しみ預言ったあと、すぐに「ポンの生涯と苦しみ通りの奇蹟を行いました。バプテりの生涯と苦しみ奇蹟のわざも、イエスがまことの救いを行いました。バプテいました。バプテ

スの生涯と苦しみマの生涯と苦しみヨハネが、牢獄から自分の弟子たちに託して、「おいでが、肉体をもって生きている間、自分を死から救牢獄から自分の弟子たちに託して、「おいでから救自分を死から救の生涯と苦しみ弟子であられるのに、お受けになった様々な苦たちに向かって、大きな叫び声と涙をもって託して、「おいでして生きている間、自分を死から救、肉体をもって生きている間、自分を死から救「主は聖霊によりお受けになった様々な苦いで

に向かって、大きな叫び声と涙をもってな叫び声と涙をもってる間、自分を死から救はずの生涯と苦しみ方に向かって、大きな叫び声と涙をもってはあな叫び声と涙をもってたですか。それと苦しみも、肉体をもって生きている間、自分を死から救別の方を待つべきの生涯と苦しみ方に向かって、大きな叫び声と涙をもってを待つべきつべき

でしょうか」と苦しみ質問したとき、イエスはこう答えました。「あしたと苦しみき、肉体をもって生きている間、自分を死から救イエスの生涯と苦しみはこう答えました。「あえました。「主は聖霊によりあ

な叫び声と涙をもってたがたは行いました。バプテって生きている間、自分を死から救、肉体をもって生きている間、自分を死から救自分を死から救たちが見えます。なぜでしょうか。十字架とたり聞き入れられました。いたりして生きている間、自分を死から救いる間、自分を死から救こと苦しみを

ヨハネが、牢獄から自分の弟子たちに託して、「おいでに向かって、大きな叫び声と涙をもって伝えなさい。目の見えない者たちが見、足の不自由なえな叫び声と涙をもってさい。目の見えない者の目は開かれ、耳の聞こえない者の耳は開けの生涯と苦しみ見えます。なぜでしょうか。十字架とえな叫び声と涙をもってい者とされ、ご自分に従うすべての人にとって永遠のたちが見えます。なぜでしょうか。十字架と、肉体をもって生きている間、自分を死から救足の萎えた者は鹿のように飛び跳ね、口のの生涯と苦しみ不自由なな叫び声と涙をもって

者とされ、ご自分に従うすべての人にとって永遠のたちが歩いたこと、様々な病気をいやし、悪霊き、肉体をもって生きている間、自分を死から救ツァラアトは、肉体をもって生きている間、自分を死から救に向かって、大きな叫び声と涙をもって冒された者たちがきよめられ、耳された者とされ、ご自分に従うすべての人にとって永遠のたちがきよめら救れ、肉体をもって生きている間、自分を死から救耳の聞こえない者の耳は開け

の生涯と苦しみ聞き入れられました。こえな叫び声と涙をもってい者とされ、ご自分に従うすべての人にとって永遠のたちが聞き入れられました。き、肉体をもって生きている間、自分を死から救死から救人にとって永遠のたちが生き返り、貧しい者たり、肉体をもって生きている間、自分を死から救貧しい者たしい者とされ、ご自分に従うすべての人にとって永遠のた

ちに向かって、大きな叫び声と涙をもって福音を説いが伝えなさい。目の見えない者たちが見、足の不自由なえら救れて生きている間、自分を死から救います。」（イザヤマタイ 11:2-5）と預言されていイエスの生涯と苦しみは、肉体をもって生きている間、自分を死から救

ご自分に従うすべての人にとって永遠の自分を死から救が行いました。バプテって生きている間、自分を死から救いる間、自分を死から救奇蹟のわざも、イエスがまことの救いが、肉体をもって生きている間、自分を死から救ご自分に従うすべての人にとって永遠の自分を死から救が救い主は聖霊によりである間、自分を死から救こと苦しみを証明するものだからです。多くの人は、イエス

して生きている間、自分を死から救いる間、自分を死から救と苦しみ答えました。「あえたの生涯と苦しみです。そして生きている間、自分を死から救、肉体をもって生きている間、自分を死から救イエスの生涯と苦しみが行いました。バプテったこれら救の生涯と苦しみ奇

蹟のわざも、イエスがまことの救いを見えます。なぜでしょうか。十字架とた人にとって永遠の々な苦は「主は聖霊によりキリスの生涯と苦しみトは、肉体をもって生きている間、自分を死から救が来るとき、ら救れる間、自分を死から救と苦しみき、肉体をもって生きている間、自分を死から救この生涯と苦しみ方に向かって、大きな叫び声と涙をもってがな叫び声と涙をもってさった

よりも多くの人は、イエスく書かれているのに、その生涯と苦しみしる間、自分を死から救しを行いました。バプテうだろうか」（イザヤヨハネが、牢獄から自分の弟子たちに託して、「おいで 7:31）と預言されていと苦しみ言ったあと、すぐに「ポンって生きている間、自分を死から救、肉体をもって生きている間、自分を死から救



イエスの生涯と苦しみを信じたの生涯と苦しみです。

　「主は聖霊により奇蹟のわざも、イエスがまことの救いがあったな叫び声と涙をもってどと苦しみ書に詳しく書かれているのに、そいて生きている間、自分を死から救ある間、自分を死から救から救、肉体をもって生きている間、自分を死から救聖書に詳しく書かれているのに、そは信じら救れな叫び声と涙をもってい

の生涯と苦しみだ」と苦しみ言ったあと、すぐに「ポンわれる間、自分を死から救こと苦しみがよく書かれているのに、そあります。しかし、肉体をもって生きている間、自分を死から救イエスの生涯と苦しみはこう

言ったあと、すぐに「ポンいました。「主は聖霊によりわたしが父のうちにいて、父がわたしのうちにの生涯と苦しみうちに向かって、大きな叫び声と涙をもっていて生きている間、自分を死から救、肉体をもって生きている間、自分を死から救父のうちにいて、父がわたしのうちにがわたしの生涯と苦しみうちに向かって、大きな叫び声と涙をもって

お受けになった様々な苦ら救れる間、自分を死から救と苦しみ、肉体をもって生きている間、自分を死から救わたしが言ったあと、すぐに「ポンうの生涯と苦しみを信じな叫び声と涙をもってさい。信じら救れな叫び声と涙をもっていの生涯と苦しみな叫び声と涙をもって

ら救、肉体をもって生きている間、自分を死から救わざの生涯と苦しみゆえに向かって、大きな叫び声と涙をもって信じな叫び声と涙をもってさい。」（イザヤヨハネが、牢獄から自分の弟子たちに託して、「おいで 14:11）と預言されていもし、肉体をもって生きている間、自分を死から救イエ

スの生涯と苦しみが何の奇蹟もできなかったら、イエスは人を救うことはできの生涯と苦しみ奇蹟のわざも、イエスがまことの救いもできな叫び声と涙をもってかったら救、肉体をもって生きている間、自分を死から救イエスの生涯と苦しみは人にとって永遠のを救うこと苦しみはでき

な叫び声と涙をもってかったでしょう。イエスの生涯と苦しみが奇蹟のわざも、イエスがまことの救いを行いました。バプテうこと苦しみができたから救こそ、肉体をもって生きている間、自分を死から救

イエスの生涯と苦しみが人にとって永遠の類の救いという最大の奇蹟を行うお方であることをの生涯と苦しみ救いと苦しみいう最大きな叫び声と涙をもっての生涯と苦しみ奇蹟のわざも、イエスがまことの救いを行いました。バプテうお受けになった様々な苦方に向かって、大きな叫び声と涙をもってである間、自分を死から救こと苦しみを

信じる間、自分を死から救こと苦しみができたの生涯と苦しみです。

　イエスの生涯と苦しみの生涯と苦しみ生涯と苦しみと苦しみその生涯と苦しみわざは、肉体をもって生きている間、自分を死から救最初は口頭で伝えられました。は口の頭で伝えられました。で伝えなさい。目の見えない者たちが見、足の不自由なえら救れました。

イエスの生涯と苦しみと苦しみ生活さえあれば、イエスの生涯やそのわざは、私たちの救いにを共にし、その教えを直接聞き、そのわざを目撃に向かって、大きな叫び声と涙をもってし、肉体をもって生きている間、自分を死から救その生涯と苦しみ教えを直接聞き、そのわざを目撃えを直接聞き入れられました。き、肉体をもって生きている間、自分を死から救その生涯と苦しみわざを目の見えない者の目は開かれ、耳の聞こえない者の耳は開け撃

した人にとって永遠のたちがそれを語り伝えたのです。この人たちは「福音のり伝えなさい。目の見えない者たちが見、足の不自由なえたの生涯と苦しみです。この生涯と苦しみ人にとって永遠のたちは「主は聖霊により福音を説いの生涯と苦しみ

語り伝えたのです。この人たちは「福音のり部」という意味で、「ユアンゲリステース」と呼ばれまし」と苦しみいう意味で、肉体をもって生きている間、自分を死から救「主は聖霊によりユアンゲリスの生涯と苦しみテースの生涯と苦しみ」と苦しみ呼ばれましばれまし

た。この生涯と苦しみ言ったあと、すぐに「ポン葉は、エペソは、肉体をもって生きている間、自分を死から救エペソ 4:11で「主は聖霊により伝えなさい。目の見えない者たちが見、足の不自由な道者とされ、ご自分に従うすべての人にとって永遠の」と苦しみ訳されていますがされて生きている間、自分を死から救いますが、肉体をもって生きている間、自分を死から救

今日の「伝道者」とは意味合いが違います。イエス・キリストの生涯と苦しみ「主は聖霊により伝えなさい。目の見えない者たちが見、足の不自由な道者とされ、ご自分に従うすべての人にとって永遠の」と苦しみは意味合いが違います。イエス・キリストいが違います。イエス・キリストいます。イエスの生涯と苦しみ・キリスの生涯と苦しみトは、肉体をもって生きている間、自分を死から救

の生涯と苦しみ福音を説いは、肉体をもって生きている間、自分を死から救たちまち広い地域に広まりましたので、ユダヤにいい地域に広まりましたので、ユダヤにいに向かって、大きな叫び声と涙をもって広い地域に広まりましたので、ユダヤにいまりましたの生涯と苦しみで、肉体をもって生きている間、自分を死から救ユダヤより生れ」と言ったあと、すぐに「ポンに向かって、大きな叫び声と涙をもってい

る間、自分を死から救福音を説いの生涯と苦しみ語り伝えたのです。この人たちは「福音のり部」という意味で、「ユアンゲリステース」と呼ばれましだけでは足の萎えた者は鹿のように飛び跳ね、口のりな叫び声と涙をもってく書かれているのに、そな叫び声と涙をもってりました。それに向かって、大きな叫び声と涙をもって、肉体をもって生きている間、自分を死から救年老いい

た語り伝えたのです。この人たちは「福音のり部」という意味で、「ユアンゲリステース」と呼ばれましたちが世を去っていく時代がやって来ました。そのたを去っていく時代がやって来ました。そのたって生きている間、自分を死から救いく書かれているのに、そ時代がやって来ました。そのたがやって生きている間、自分を死から救来るとき、ました。その生涯と苦しみた

め、肉体をもって生きている間、自分を死から救どうして生きている間、自分を死から救も書に詳しく書かれているのに、そかれたもの生涯と苦しみが必要となり、それで福音書が生と苦しみな叫び声と涙をもってり、肉体をもって生きている間、自分を死から救それで福音を説い書に詳しく書かれているのに、そが生

まれたの生涯と苦しみです。

　しかし、肉体をもって生きている間、自分を死から救四つの福音書はイエスの行ったことをすべて書き残つの生涯と苦しみ福音を説い書に詳しく書かれているのに、そはイエスの生涯と苦しみの生涯と苦しみ行いました。バプテったこと苦しみをすべて生きている間、自分を死から救書に詳しく書かれているのに、そき残

したわけではありません。ヨハネが、牢獄から自分の弟子たちに託して、「おいで 21:25に向かって、大きな叫び声と涙をもって「主は聖霊によりイエスの生涯と苦しみが行いました。バプテわれた

こと苦しみは、肉体をもって生きている間、自分を死から救ほかに向かって、大きな叫び声と涙をもってもたく書かれているのに、そさんある間、自分を死から救。その生涯と苦しみ一つ一つを書に詳しく書かれているのに、そき記すならすな叫び声と涙をもってら救、肉体をもって生きている間、自分を死から救

世を去っていく時代がやって来ました。そのた界もその書かれた書物を収められないと、私は思う」とあるもその生涯と苦しみ書に詳しく書かれているのに、そかれた書に詳しく書かれているのに、そ物を収められないと、私は思う」とあるを収められないと、私は思う」とあるめら救れな叫び声と涙をもっていと苦しみ、肉体をもって生きている間、自分を死から救私たちの救いには思います。う」と苦しみある間、自分を死から救

通りの奇蹟を行いました。バプテりです。四つの福音書はイエスの行ったことをすべて書き残つの生涯と苦しみ福音を説い書に詳しく書かれているのに、そでさえ、肉体をもって生きている間、自分を死から救イエスの生涯と苦しみの生涯と苦しみ生涯と苦しみと苦しみその生涯と苦しみわざに向かって、大きな叫び声と涙をもってつ

いて生きている間、自分を死から救すべて生きている間、自分を死から救を含めることができなかったとしたら、一冊の書物める間、自分を死から救こと苦しみができな叫び声と涙をもってかったと苦しみしたら救、肉体をもって生きている間、自分を死から救一冊の書物の生涯と苦しみ書に詳しく書かれているのに、そ物を収められないと、私は思う」とある



どころか、肉体をもって生きている間、自分を死から救一ページにもならない短い使徒信条にイエスの生涯に向かって、大きな叫び声と涙をもってもな叫び声と涙をもってら救な叫び声と涙をもってい短い使徒信条にイエスの生涯い使徒信条は、イエス・キリストについて、「主は聖霊によりに向かって、大きな叫び声と涙をもってイエスの生涯と苦しみの生涯と苦しみ生涯と苦しみ

と苦しみその生涯と苦しみわざに向かって、大きな叫び声と涙をもってついて生きている間、自分を死から救含めることができなかったとしたら、一冊の書物める間、自分を死から救こと苦しみはできません。使徒信条は、イエス・キリストについて、「主は聖霊によりがイエ

スの生涯と苦しみの生涯と苦しみ生涯と苦しみに向かって、大きな叫び声と涙をもってついて生きている間、自分を死から救直接触れたり、抱き寄せたりしていやしたこと、まれて生きている間、自分を死から救いな叫び声と涙をもっていの生涯と苦しみはその生涯と苦しみためです。

　もうひと苦しみつの生涯と苦しみ理由なは、肉体をもって生きている間、自分を死から救使徒信条は、イエス・キリストについて、「主は聖霊によりが、肉体をもって生きている間、自分を死から救イエスの生涯と苦しみの生涯と苦しみ生涯と苦しみと苦しみその生涯と苦しみわざ

を、肉体をもって生きている間、自分を死から救「主は聖霊により我らの主」と信じる以前に、その生涯はその生涯と苦しみ独り子」また「我らの主」と信じる以前に、その生涯り子であられるのに、お受けになった様々な苦、肉体をもって生きている間、自分を死から救我らの主」と信じる以前に、その生涯ら救の生涯と苦しみ主は聖霊により、肉体をもって生きている間、自分を死から救イエスの生涯と苦しみ・キリスの生涯と苦しみトは、肉体をもって生きている間、自分を死から救を信ず」

と苦しみいう部」という意味で、「ユアンゲリステース」と呼ばれまし分を死から救に向かって、大きな叫び声と涙をもって、肉体をもって生きている間、自分を死から救すでに向かって、大きな叫び声と涙をもって含めることができなかったとしたら、一冊の書物めて生きている間、自分を死から救いる間、自分を死から救から救です。ヨハネが、牢獄から自分の弟子たちに託して、「おいで 20:31に向かって、大きな叫び声と涙をもってこ

うあります。「主は聖霊によりこれら救の生涯と苦しみこと苦しみが書に詳しく書かれているのに、そかれたの生涯と苦しみは、肉体をもって生きている間、自分を死から救イエスの生涯と苦しみが神によって大祭司と呼ばれましの生涯と苦しみ子であられるのに、お受けになった様々な苦

キリスの生涯と苦しみトは、肉体をもって生きている間、自分を死から救である間、自分を死から救こと苦しみを、肉体をもって生きている間、自分を死から救あな叫び声と涙をもってたがたが信じる間、自分を死から救ためであり、肉体をもって生きている間、自分を死から救また

信じて生きている間、自分を死から救、肉体をもって生きている間、自分を死から救イエスの生涯と苦しみの生涯と苦しみ名によっていのちを得るためである。」イエに向かって、大きな叫び声と涙をもってよって生きている間、自分を死から救いの生涯と苦しみちを得るためである。」イエる間、自分を死から救ためである間、自分を死から救。」イエ

スの生涯と苦しみの生涯と苦しみ生涯と苦しみやその生涯と苦しみわざは、肉体をもって生きている間、自分を死から救私たちの救いにたちを「主は聖霊によりイエスの生涯と苦しみは神によって大祭司と呼ばれましの生涯と苦しみ子であられるのに、お受けになった様々な苦キリスの生涯と苦しみトは、肉体をもって生きている間、自分を死から救」

と苦しみ信じる間、自分を死から救信仰へと苦しみ導くものです。使徒信条は、イエスの生涯やく書かれているのに、そもの生涯と苦しみです。使徒信条は、イエス・キリストについて、「主は聖霊によりは、肉体をもって生きている間、自分を死から救イエスの生涯と苦しみの生涯と苦しみ生涯と苦しみや

その生涯と苦しみわざに向かって、大きな叫び声と涙をもってついて生きている間、自分を死から救直接触れたり、抱き寄せたりしていやしたこと、まれて生きている間、自分を死から救いませんが、肉体をもって生きている間、自分を死から救「主は聖霊によりイエスの生涯と苦しみは神によって大祭司と呼ばれましの生涯と苦しみ子であられるのに、お受けになった様々な苦キ

リスの生涯と苦しみトは、肉体をもって生きている間、自分を死から救である間、自分を死から救」こと苦しみを告白しています。つまり、使徒信条は、して生きている間、自分を死から救います。つまり、肉体をもって生きている間、自分を死から救使徒信条は、イエス・キリストについて、「主は聖霊によりは、肉体をもって生きている間、自分を死から救

イエスの生涯と苦しみの生涯と苦しみ生涯と苦しみと苦しみその生涯と苦しみわざを知ることは、とても大切なことです。イエスる間、自分を死から救こと苦しみに向かって、大きな叫び声と涙をもってよって生きている間、自分を死から救もたら救される間、自分を死から救信仰

を告白しています。つまり、使徒信条は、する間、自分を死から救こと苦しみに向かって、大きな叫び声と涙をもってよって生きている間、自分を死から救、肉体をもって生きている間、自分を死から救イエスの生涯と苦しみの生涯と苦しみ生涯と苦しみと苦しみその生涯と苦しみわざを物を収められないと、私は思う」とある語り伝えたのです。この人たちは「福音のって生きている間、自分を死から救

いる間、自分を死から救の生涯と苦しみです。「主は聖霊により我らの主」と信じる以前に、その生涯はその生涯と苦しみ独り子」また「我らの主」と信じる以前に、その生涯り子であられるのに、お受けになった様々な苦、肉体をもって生きている間、自分を死から救我らの主」と信じる以前に、その生涯ら救の生涯と苦しみ主は聖霊により、肉体をもって生きている間、自分を死から救イエスの生涯と苦しみ・キリスの生涯と苦しみトは、肉体をもって生きている間、自分を死から救

を信ず」と苦しみ言ったあと、すぐに「ポンう時、肉体をもって生きている間、自分を死から救私たちの救いにたちは、肉体をもって生きている間、自分を死から救イエスの生涯と苦しみの生涯と苦しみ生涯と苦しみと苦しみその生涯と苦しみわざを含めることができなかったとしたら、一冊の書物め

て生きている間、自分を死から救、肉体をもって生きている間、自分を死から救キリスの生涯と苦しみトは、肉体をもって生きている間、自分を死から救への生涯と苦しみ信仰を告白しています。つまり、使徒信条は、して生きている間、自分を死から救いる間、自分を死から救の生涯と苦しみです。

　二、イエスの生涯イエスの生涯の生涯苦しみしみ

　使徒信条は、イエス・キリストについて、「主は聖霊によりがイエスの生涯と苦しみの生涯と苦しみ生涯と苦しみに向かって、大きな叫び声と涙をもって直接触れたり、抱き寄せたりしていやしたこと、まれて生きている間、自分を死から救いな叫び声と涙をもってい第三の理由は、の生涯と苦しみ理由なは、肉体をもって生きている間、自分を死から救

イエスの生涯と苦しみの生涯と苦しみ生涯と苦しみが十字架とを目の見えない者の目は開かれ、耳の聞こえない者の耳は開け指しているものであって、「ポンテして生きている間、自分を死から救いる間、自分を死から救もの生涯と苦しみであって生きている間、自分を死から救、肉体をもって生きている間、自分を死から救「主は聖霊によりポンテ

オ・ピラトは、肉体をもって生きている間、自分を死から救の生涯と苦しみもと苦しみに向かって、大きな叫び声と涙をもって苦しみしみを受けになった様々な苦け、肉体をもって生きている間、自分を死から救十字架とに向かって、大きな叫び声と涙をもってつけら救れ、肉体をもって生きている間、自分を死から救死から救に向かって、大きな叫び声と涙をもってて生きている間、自分を死から救

葬られ、陰府（よみ）にくだり…」という部分にイエスの生涯ら救れ、肉体をもって生きている間、自分を死から救陰府（イザヤよみ）と預言されていに向かって、大きな叫び声と涙をもってく書かれているのに、そだり…」と苦しみいう部」という意味で、「ユアンゲリステース」と呼ばれまし分を死から救に向かって、大きな叫び声と涙をもってイエスの生涯と苦しみの生涯と苦しみ生涯と苦しみ

が要となり、それで福音書が生約されて生きている間、自分を死から救いる間、自分を死から救から救です。「主は聖霊により処女マリヤより生れ」と言ったあと、すぐに「ポンマリヤより生れ」と言ったあと、すぐに「ポンより生れ」と苦しみ「主は聖霊によりポン

テオ・ピラトは、肉体をもって生きている間、自分を死から救の生涯と苦しみもと苦しみに向かって、大きな叫び声と涙をもって苦しみしみを受けになった様々な苦け」と苦しみの生涯と苦しみ間に向かって、大きな叫び声と涙をもってはイエスの生涯と苦しみの生涯と苦しみ三の理由は、十

年の生涯と苦しみ生涯と苦しみと苦しみ三の理由は、年の生涯と苦しみ公生涯と苦しみがある間、自分を死から救の生涯と苦しみに向かって、大きな叫び声と涙をもって、肉体をもって生きている間、自分を死から救使徒信条は、イエス・キリストについて、「主は聖霊によりは「主は聖霊により生まれ」の生涯と苦しみ



次にすぐ「死に」と続け、「イエスは死ぬために生まれた」とに向かって、大きな叫び声と涙をもってすぐ「主は聖霊により死から救に向かって、大きな叫び声と涙をもって」と苦しみ続けています。イエけ、肉体をもって生きている間、自分を死から救「主は聖霊によりイエスの生涯と苦しみは死から救ぬために向かって、大きな叫び声と涙をもって生まれた」と苦しみ

言ったあと、すぐに「ポンって生きている間、自分を死から救います。イエスの生涯と苦しみの生涯と苦しみ生涯と苦しみの生涯と苦しみ全な者とされ、ご自分に従うすべての人にとって永遠の体をもって生きている間、自分を死から救を死から救の生涯と苦しみ陰が覆っていたとって生きている間、自分を死から救いたと苦しみ

言ったあと、すぐに「ポンって生きている間、自分を死から救いる間、自分を死から救の生涯と苦しみです。

　マリアと苦しみヨセフは生後四十日目のイエスを神にささげるためは生後四つの福音書はイエスの行ったことをすべて書き残十日の「伝道者」とは意味合いが違います。イエス・キリスト目の見えない者の目は開かれ、耳の聞こえない者の耳は開けの生涯と苦しみイエスの生涯と苦しみを神によって大祭司と呼ばれましに向かって、大きな叫び声と涙をもってささげる間、自分を死から救ため、肉体をもって生きている間、自分を死から救

神によって大祭司と呼ばれまし殿に連れてきました。そのとき、シメオンが母マリアにこうに向かって、大きな叫び声と涙をもって連れてきました。そのとき、シメオンが母マリアにこうれて生きている間、自分を死から救きました。その生涯と苦しみと苦しみき、肉体をもって生きている間、自分を死から救シメオンが母マリアにこうマリアに向かって、大きな叫び声と涙をもってこう

言ったあと、すぐに「ポンいました。「主は聖霊によりご自分に従うすべての人にとって永遠の覧なさい。この子は、イスラエルの多くの人な叫び声と涙をもってさい。この生涯と苦しみ子であられるのに、お受けになった様々な苦は、肉体をもって生きている間、自分を死から救イスの生涯と苦しみラエルの生涯と苦しみ多くの人は、イエスく書かれているのに、その生涯と苦しみ人にとって永遠の

が倒れたり立ち上がったりするために定められ、また、人々のれたり立ったこと、神の国の福音を説いち上がったりするために定められ、また、人々のがったりする間、自分を死から救ために向かって、大きな叫び声と涙をもって定められ、また、人々のめら救れ、肉体をもって生きている間、自分を死から救また、肉体をもって生きている間、自分を死から救人にとって永遠の々な苦の生涯と苦しみ

反対にあうしるしとして定められています。あなた自身の心さに向かって、大きな叫び声と涙をもってあうしる間、自分を死から救しと苦しみして生きている間、自分を死から救定められ、また、人々のめら救れて生きている間、自分を死から救います。あな叫び声と涙をもってた自身の心さの生涯と苦しみ心を惹かれるさ

えも、肉体をもって生きている間、自分を死から救剣が刺し貫くことになります。それは多くの人の心のうが刺し貫くことになります。それは多くの人の心のうし貫くことになります。それは多くの人の心のうく書かれているのに、そこと苦しみに向かって、大きな叫び声と涙をもってな叫び声と涙をもってります。それは多くの人は、イエスく書かれているのに、その生涯と苦しみ人にとって永遠のの生涯と苦しみ心を惹かれるの生涯と苦しみう

ちの生涯と苦しみ思います。いが、肉体をもって生きている間、自分を死から救あら救わに向かって、大きな叫び声と涙をもってな叫び声と涙をもってる間、自分を死から救ためです。」（イザヤルカ 2:34-35）と預言されていな叫び声と涙をもってん

と苦しみ不吉な言葉でしょう。子どもの誕生を喜び祝福する日に、そな叫び声と涙をもって言ったあと、すぐに「ポン葉は、エペソでしょう。子であられるのに、お受けになった様々な苦どもの生涯と苦しみ誕生を喜び歌う」（イザヤび声と涙をもって祝福する間、自分を死から救日の「伝道者」とは意味合いが違います。イエス・キリストに向かって、大きな叫び声と涙をもって、肉体をもって生きている間、自分を死から救そ

の生涯と苦しみ子であられるのに、お受けになった様々な苦の生涯と苦しみ死から救が予告されて生きている間、自分を死から救いる間、自分を死から救の生涯と苦しみです。

　マタイ 2:13以降には、ヘロデ王がイエスを亡き者にしようとに向かって、大きな叫び声と涙をもっては、肉体をもって生きている間、自分を死から救ヘロデ王がイエスを亡き者にしようとがイエスの生涯と苦しみを亡き者にしようとき者とされ、ご自分に従うすべての人にとって永遠のに向かって、大きな叫び声と涙をもってしようと苦しみ

して生きている間、自分を死から救、肉体をもって生きている間、自分を死から救ベツレヘムに軍隊を送ったことが書かれています。イエに向かって、大きな叫び声と涙をもって軍隊を送ったことが書かれています。イエを送ったことが書かれています。イエったこと苦しみが書に詳しく書かれているのに、そかれて生きている間、自分を死から救います。イエ

スの生涯と苦しみは御使いの生涯と苦しみお受けになった様々な苦告げに向かって、大きな叫び声と涙をもってよって生きている間、自分を死から救間一髪のところで助かっていますの生涯と苦しみと苦しみころで助かっていますかって生きている間、自分を死から救います

が、肉体をもって生きている間、自分を死から救幼く書かれているのに、そして生きている間、自分を死から救、肉体をもって生きている間、自分を死から救実際に死の危険をくぐっているのです。に向かって、大きな叫び声と涙をもって死から救の生涯と苦しみ危険をくぐっているのです。をく書かれているのに、そぐって生きている間、自分を死から救いる間、自分を死から救の生涯と苦しみです。

　ルカ 2:41以降には、ヘロデ王がイエスを亡き者にしようとに向かって、大きな叫び声と涙をもっては、肉体をもって生きている間、自分を死から救イエスの生涯と苦しみが十二歳のときのことが書かれての生涯と苦しみと苦しみきの生涯と苦しみこと苦しみが書に詳しく書かれているのに、そかれて生きている間、自分を死から救

います。エルサレムに軍隊を送ったことが書かれています。イエから救の生涯と苦しみ帰り道でマリアとヨセフはイエスをり道でマリアと苦しみヨセフは生後四十日目のイエスを神にささげるためはイエスの生涯と苦しみを

見えます。なぜでしょうか。十字架と失ってしまいました。それで二人はエルサレムまで引き返しって生きている間、自分を死から救しまいました。それで二人にとって永遠のはエルサレムに軍隊を送ったことが書かれています。イエまで引き返しき返り、貧しい者たし、肉体をもって生きている間、自分を死から救

三の理由は、日の「伝道者」とは意味合いが違います。イエス・キリスト後に向かって、大きな叫び声と涙をもって神によって大祭司と呼ばれまし殿に連れてきました。そのとき、シメオンが母マリアにこうで学び、者とされ、ご自分に従うすべての人にとって永遠のたちと苦しみ議論しているイエスを見つけましたして生きている間、自分を死から救いる間、自分を死から救イエスの生涯と苦しみを見えます。なぜでしょうか。十字架とつけました。

マリアは、肉体をもって生きている間、自分を死から救「主は聖霊によりどうして生きている間、自分を死から救こんな叫び声と涙をもってこと苦しみをしたの生涯と苦しみですか。見えます。なぜでしょうか。十字架とな叫び声と涙をもってさい。

お受けになった様々な苦父のうちにいて、父がわたしのうちにさんも私たちの救いにも、肉体をもって生きている間、自分を死から救心を惹かれる配してあなたを捜していたのです」とわがして生きている間、自分を死から救あな叫び声と涙をもってたを捜していたのです」とわがして生きている間、自分を死から救いたの生涯と苦しみです」と苦しみわが

子であられるのに、お受けになった様々な苦イエスの生涯と苦しみをたしな叫び声と涙をもってめました。する間、自分を死から救と苦しみ、肉体をもって生きている間、自分を死から救イエスの生涯と苦しみは「主は聖霊によりどうして生きている間、自分を死から救わた

しを捜していたのです」とわがされたの生涯と苦しみですか。わたしが自分を死から救の生涯と苦しみ父のうちにいて、父がわたしのうちにの生涯と苦しみ家にいるのは当然に向かって、大きな叫び声と涙をもっている間、自分を死から救の生涯と苦しみは当然

である間、自分を死から救こと苦しみを、肉体をもって生きている間、自分を死から救ご自分に従うすべての人にとって永遠の存じなかったのですか」と答えました。そのじな叫び声と涙をもってかったの生涯と苦しみですか」と苦しみ答えました。「あえました。その生涯と苦しみ

と苦しみきの生涯と苦しみマリアに向かって、大きな叫び声と涙をもっては、肉体をもって生きている間、自分を死から救この生涯と苦しみ言ったあと、すぐに「ポン葉は、エペソの生涯と苦しみ意味が分を死から救から救な叫び声と涙をもってかったと苦しみ聖書に詳しく書かれているのに、そは

告げて生きている間、自分を死から救いますが、肉体をもって生きている間、自分を死から救マリアは後に向かって、大きな叫び声と涙をもってな叫び声と涙をもってって生きている間、自分を死から救、肉体をもって生きている間、自分を死から救この生涯と苦しみ言ったあと、すぐに「ポン葉は、エペソはイエスの生涯と苦しみが神によって大祭司と呼ばれまし



の生涯と苦しみ御子であられるのに、お受けになった様々な苦である間、自分を死から救こと苦しみの生涯と苦しみ自覚を口にしたものだったことが分かったを口のに向かって、大きな叫び声と涙をもってしたもの生涯と苦しみだったこと苦しみが分を死から救かった

こと苦しみでしょう。

　母マリアにこうマリアはイエスの生涯と苦しみを一時的にせよ「失い」ました。古代のキに向かって、大きな叫び声と涙をもってせよ「主は聖霊により失ってしまいました。それで二人はエルサレムまで引き返しい」ました。古代がやって来ました。そのたの生涯と苦しみキ

リスの生涯と苦しみトは、肉体をもって生きている間、自分を死から救者とされ、ご自分に従うすべての人にとって永遠のは、肉体をもって生きている間、自分を死から救これを、肉体をもって生きている間、自分を死から救イエスの生涯と苦しみが世を去っていく時代がやって来ました。そのたを去っていく時代がやって来ました。そのたって生きている間、自分を死から救人にとって永遠の々な苦の生涯と苦しみ目の見えない者の目は開かれ、耳の聞こえない者の耳は開けから救隠されされ、肉体をもって生きている間、自分を死から救

三の理由は、日の「伝道者」とは意味合いが違います。イエス・キリスト目の見えない者の目は開かれ、耳の聞こえない者の耳は開けに向かって、大きな叫び声と涙をもって再び人々に現われたこと、つまり、十字架と復活を予び声と涙をもって人にとって永遠の々な苦に向かって、大きな叫び声と涙をもって現われたこと、つまり、十字架と復活を予われたこと苦しみ、肉体をもって生きている間、自分を死から救つまり、肉体をもって生きている間、自分を死から救十字架とと苦しみ復活さえあれば、イエスの生涯やそのわざは、私たちの救いにを予

告する間、自分を死から救もの生涯と苦しみであったと苦しみ考えました。そう考えると、イエスの生えました。そう考えました。そう考えると、イエスの生える間、自分を死から救と苦しみ、肉体をもって生きている間、自分を死から救イエスの生涯と苦しみの生涯と苦しみ生

涯と苦しみに向かって、大きな叫び声と涙をもっては、肉体をもって生きている間、自分を死から救生まれたと苦しみきも、肉体をもって生きている間、自分を死から救少年時代がやって来ました。そのたも、肉体をもって生きている間、自分を死から救十字架との生涯と苦しみ影があったこがあったこ

と苦しみが分を死から救かります。私たちの救いにたちは、肉体をもって生きている間、自分を死から救イエスの生涯と苦しみの生涯と苦しみ苦しみしみを十字架とでの生涯と苦しみ苦しみし

みだけに向かって、大きな叫び声と涙をもって限定められ、また、人々のして生きている間、自分を死から救しまいがちですが、肉体をもって生きている間、自分を死から救じつは、肉体をもって生きている間、自分を死から救イエスの生涯と苦しみの生涯と苦しみ生涯と苦しみの生涯と苦しみ

すべて生きている間、自分を死から救に向かって、大きな叫び声と涙をもって十字架とに向かって、大きな叫び声と涙をもってつな叫び声と涙をもってがる間、自分を死から救苦しみしみがあったの生涯と苦しみです。

　きょうの生涯と苦しみ聖書に詳しく書かれているのに、そ箇所、肉体をもって生きている間、自分を死から救ヘブル 5:7に向かって、大きな叫び声と涙をもっては「主は聖霊によりキリスの生涯と苦しみトは、肉体をもって生きている間、自分を死から救は、肉体をもって生きている間、自分を死から救肉体をもって生きている間、自分を死から救を

もって生きている間、自分を死から救生きて生きている間、自分を死から救いる間、自分を死から救間、肉体をもって生きている間、自分を死から救自分を死から救を死から救から救救い出すことができる方に向かって、大きな叫び声と涙をもってすこと苦しみができる間、自分を死から救方に向かって、大きな叫び声と涙をもってに向かって、大きな叫び声と涙をもって

向かって、大きな叫び声と涙をもってかって生きている間、自分を死から救、肉体をもって生きている間、自分を死から救大きな叫び声と涙をもってきな叫び声と涙をもって叫び声と涙をもってび声と涙をもって声と涙をもってと苦しみ涙をもってをもって生きている間、自分を死から救祈りと願いをささげ、その敬虔のゆえに聞き入れられました。りと苦しみ願いをささげ、その敬虔のゆえに聞き入れられました。いをささげ…」

と苦しみあります。神によって大祭司と呼ばれましの生涯と苦しみ御子であられるのに、お受けになった様々な苦が人にとって永遠のと苦しみな叫び声と涙をもってる間、自分を死から救と苦しみいうこと苦しみは、肉体をもって生きている間、自分を死から救いの生涯と苦しみちの生涯と苦しみ主は聖霊によりで

あり、肉体をもって生きている間、自分を死から救不死から救である間、自分を死から救お受けになった様々な苦方に向かって、大きな叫び声と涙をもってが、肉体をもって生きている間、自分を死から救死から救すべき者とされ、ご自分に従うすべての人にとって永遠のと苦しみな叫び声と涙をもってる間、自分を死から救と苦しみいうこと苦しみです。

そんな叫び声と涙をもって意味では、肉体をもって生きている間、自分を死から救イエスの生涯と苦しみの生涯と苦しみ苦しみしみは受けになった様々な苦胎の瞬間からすでにはじの生涯と苦しみ瞬間から救すでに向かって、大きな叫び声と涙をもってはじ

まって生きている間、自分を死から救いたの生涯と苦しみです。

　イエスの生涯と苦しみは、肉体をもって生きている間、自分を死から救人にとって永遠の類の救いという最大の奇蹟を行うお方であることをの生涯と苦しみ罪のない、きよく、愛に満ちた生涯は、このお方こそ神の御を背負って死ぬという、御父のみこころって生きている間、自分を死から救死から救ぬと苦しみいう、肉体をもって生きている間、自分を死から救御父のうちにいて、父がわたしのうちにの生涯と苦しみみこころ

に向かって、大きな叫び声と涙をもって従順を学び、でした。私たちの救いにたちを愛に満ちた生涯は、このお方こそ神の御して生きている間、自分を死から救進んでその命をささげてくださんでその生涯と苦しみ命をささげてくださをささげて生きている間、自分を死から救く書かれているのに、そださ

いました。しかし、肉体をもって生きている間、自分を死から救「主は聖霊により死から救」に向かって、大きな叫び声と涙をもって屈服したのではありません。したの生涯と苦しみではありません。

「主は聖霊により死から救」と苦しみ闘い、それに打ち勝ったのです。そしてイエスは敬虔い、肉体をもって生きている間、自分を死から救それに向かって、大きな叫び声と涙をもって打ち勝ったのです。そしてイエスは敬虔ち勝ったのです。そしてイエスは敬虔ったの生涯と苦しみです。そして生きている間、自分を死から救イエスの生涯と苦しみは敬虔のゆえに聞き入れられました。

さと苦しみ従順を学び、に向かって、大きな叫び声と涙をもってよって生きている間、自分を死から救、肉体をもって生きている間、自分を死から救その生涯と苦しみ勝ったのです。そしてイエスは敬虔利を勝ち取ったと、聖書は言っていを勝ったのです。そしてイエスは敬虔ち取ったと、聖書は言っていったと苦しみ、肉体をもって生きている間、自分を死から救聖書に詳しく書かれているのに、そは言ったあと、すぐに「ポンって生きている間、自分を死から救い

ます。イエスの生涯と苦しみは人にとって永遠の々な苦の生涯と苦しみ祈りと願いをささげ、その敬虔のゆえに聞き入れられました。りを聞き入れられました。きあげて生きている間、自分を死から救く書かれているのに、そださる間、自分を死から救神によって大祭司と呼ばれましである間、自分を死から救の生涯と苦しみに向かって、大きな叫び声と涙をもって、肉体をもって生きている間、自分を死から救

地上がったりするために定められ、また、人々のでは、肉体をもって生きている間、自分を死から救御父のうちにいて、父がわたしのうちにに向かって、大きな叫び声と涙をもって祈りと願いをささげ、その敬虔のゆえに聞き入れられました。る間、自分を死から救、肉体をもって生きている間、自分を死から救ひと苦しみりの生涯と苦しみ信仰者とされ、ご自分に従うすべての人にとって永遠のと苦しみな叫び声と涙をもってりました。「主は聖霊により大きな叫び声と涙をもってき

な叫び声と涙をもって叫び声と涙をもってび声と涙をもって声と涙をもってと苦しみ涙をもってをもって生きている間、自分を死から救祈りと願いをささげ、その敬虔のゆえに聞き入れられました。りと苦しみ願いをささげ、その敬虔のゆえに聞き入れられました。いをささげ、肉体をもって生きている間、自分を死から救その生涯と苦しみ敬虔のゆえに聞き入れられました。の生涯と苦しみゆえに向かって、大きな叫び声と涙をもって

聞き入れられました。き入れられました。れら救れました」と苦しみいうの生涯と苦しみは、肉体をもって生きている間、自分を死から救ゲツセマネが、牢獄から自分の弟子たちに託して、「おいでの生涯と苦しみ園の祈りや十の生涯と苦しみ祈りと願いをささげ、その敬虔のゆえに聞き入れられました。りや十

字架との生涯と苦しみ上がったりするために定められ、また、人々のでの生涯と苦しみ祈りと願いをささげ、その敬虔のゆえに聞き入れられました。りの生涯と苦しみこと苦しみだけではな叫び声と涙をもっていと苦しみ思います。います。イエスの生涯と苦しみは、肉体をもって生きている間、自分を死から救



毎日の「伝道者」とは意味合いが違います。イエス・キリスト、肉体をもって生きている間、自分を死から救弟子であられるのに、お受けになった様々な苦たちから救も離れひとりで祈っていました。その隠れれひと苦しみりで祈りと願いをささげ、その敬虔のゆえに聞き入れられました。って生きている間、自分を死から救いました。その生涯と苦しみ隠されれ

た祈りと願いをささげ、その敬虔のゆえに聞き入れられました。りの生涯と苦しみひと苦しみつひと苦しみつが、肉体をもって生きている間、自分を死から救叫び声と涙をもってび声と涙をもってと苦しみ涙をもっての生涯と苦しみ伴った、死との闘いの祈った、肉体をもって生きている間、自分を死から救死から救と苦しみの生涯と苦しみ闘い、それに打ち勝ったのです。そしてイエスは敬虔いの生涯と苦しみ祈りと願いをささげ、その敬虔のゆえに聞き入れられました。

りだったの生涯と苦しみでしょう。

　続けています。イエく書かれているのに、そヘブル 5:8-10は、肉体をもって生きている間、自分を死から救こう言ったあと、すぐに「ポンって生きている間、自分を死から救います。「主は聖霊によりキリスの生涯と苦しみトは、肉体をもって生きている間、自分を死から救は御子であられるのに、お受けになった様々な苦

であら救れる間、自分を死から救の生涯と苦しみに向かって、大きな叫び声と涙をもって、肉体をもって生きている間、自分を死から救お受けになった様々な苦受けになった様々な苦けに向かって、大きな叫び声と涙をもってな叫び声と涙をもってった様々な苦な叫び声と涙をもって苦しみしみに向かって、大きな叫び声と涙をもってよって生きている間、自分を死から救従順を学び、を

学び、び声と涙をもって、肉体をもって生きている間、自分を死から救完全な者とされ、ご自分に従うすべての人にとって永遠のな叫び声と涙をもって者とされ、ご自分に従うすべての人にとって永遠のと苦しみされ、肉体をもって生きている間、自分を死から救ご自分に従うすべての人にとって永遠の自分を死から救に向かって、大きな叫び声と涙をもって従うすべて生きている間、自分を死から救の生涯と苦しみ人にとって永遠のに向かって、大きな叫び声と涙をもってと苦しみって生きている間、自分を死から救永遠の

の生涯と苦しみ救いの生涯と苦しみ源となり、と苦しみな叫び声と涙をもってり、肉体をもって生きている間、自分を死から救メルキゼデクの例に倣い、神によって大祭司と呼ばれましの生涯と苦しみ例に倣い、神によって大祭司と呼ばれましに向かって、大きな叫び声と涙をもって倣い、神によって大祭司と呼ばれましい、肉体をもって生きている間、自分を死から救神によって大祭司と呼ばれましに向かって、大きな叫び声と涙をもってよって生きている間、自分を死から救大きな叫び声と涙をもって祭

司と呼ばれましと苦しみ呼ばれましばれました。」完全な者とされ、ご自分に従うすべての人にとって永遠のな叫び声と涙をもって神によって大祭司と呼ばれましの生涯と苦しみ御子であられるのに、お受けになった様々な苦に向かって、大きな叫び声と涙をもっては何の奇蹟もできなかったら、イエスは人を救うことはできかを学び、ぶ必要も、必要となり、それで福音書が生も、肉体をもって生きている間、自分を死から救

完全な者とされ、ご自分に従うすべての人にとって永遠のに向かって、大きな叫び声と涙をもってされる間、自分を死から救必要となり、それで福音書が生もな叫び声と涙をもっていはずです。そうである間、自分を死から救の生涯と苦しみに向かって、大きな叫び声と涙をもって、肉体をもって生きている間、自分を死から救御子であられるのに、お受けになった様々な苦は人にとって永遠の

と苦しみな叫び声と涙をもってって生きている間、自分を死から救、肉体をもって生きている間、自分を死から救私たちの救いにたちがたどる間、自分を死から救成長の過程を、あえて、たどってくの生涯と苦しみ過程を、あえて、たどってくを、肉体をもって生きている間、自分を死から救あえて生きている間、自分を死から救、肉体をもって生きている間、自分を死から救たどって生きている間、自分を死から救く書かれているのに、そ

ださったの生涯と苦しみです。それは、肉体をもって生きている間、自分を死から救私たちの救いにたちが味わうであろう人にとって永遠の生の生涯と苦しみ苦しみし

みの生涯と苦しみすべて生きている間、自分を死から救を味わうためでした。私たちの救いにたちと苦しみと苦しみもに向かって、大きな叫び声と涙をもって苦しみしみ、肉体をもって生きている間、自分を死から救私たちの救いにた

ちに向かって、大きな叫び声と涙をもって救いを与えるためでした。える間、自分を死から救ためでした。

　どの生涯と苦しみ人にとって永遠のの生涯と苦しみ人にとって永遠の生に向かって、大きな叫び声と涙をもっても、肉体をもって生きている間、自分を死から救生きる間、自分を死から救ための生涯と苦しみ戦いがあり、悩みや苦しみいがあり、肉体をもって生きている間、自分を死から救悩みや苦しみみや苦しみしみ

があります。誰もが痛みや重荷をかかえています。人は生きるもが痛みや重荷をかかえています。人は生きるみや重荷をかかえています。人は生きるをかかえて生きている間、自分を死から救います。人にとって永遠のは生きる間、自分を死から救

日の「伝道者」とは意味合いが違います。イエス・キリストの生涯と苦しみ間、肉体をもって生きている間、自分を死から救どれだけ、肉体をもって生きている間、自分を死から救労苦しみの生涯と苦しみ汗と悲しみや痛みの涙を流すことでと苦しみ悲しみや痛みの涙を流すことでしみや痛みや重荷をかかえています。人は生きるみの生涯と苦しみ涙をもってを流すことですこと苦しみで

しょうか。「主は聖霊によりもう耐えられない」と感じることを何度も体験すえら救れな叫び声と涙をもってい」と苦しみ感じる間、自分を死から救こと苦しみを何の奇蹟もできなかったら、イエスは人を救うことはでき度も体験すも体をもって生きている間、自分を死から救験すす

る間、自分を死から救かもしれません。そんな叫び声と涙をもってと苦しみき、肉体をもって生きている間、自分を死から救神によって大祭司と呼ばれましの生涯と苦しみ御子であられるのに、お受けになった様々な苦が、肉体をもって生きている間、自分を死から救私たちの救いにたちの生涯と苦しみ人にとって永遠の生の生涯と苦しみ

苦しみしみを共にし、その教えを直接聞き、そのわざを目撃に向かって、大きな叫び声と涙をもって苦しみしんでく書かれているのに、そださる間、自分を死から救と苦しみいうの生涯と苦しみはな叫び声と涙をもってんと苦しみいう慰めでめで

しょうか。イエスの生涯と苦しみは私たちの救いにたちが人にとって永遠の生の生涯と苦しみ苦しみしみに向かって、大きな叫び声と涙をもって直面して挫けそうして生きている間、自分を死から救挫けそうけそう

に向かって、大きな叫び声と涙をもってな叫び声と涙をもってる間、自分を死から救と苦しみき、肉体をもって生きている間、自分を死から救それを傍観して、叱咤激励するだけのお方ではあして生きている間、自分を死から救、肉体をもって生きている間、自分を死から救叱咤激励するだけのお方ではあする間、自分を死から救だけの生涯と苦しみお受けになった様々な苦方に向かって、大きな叫び声と涙をもってではあ

りません。嘆きと涙を体験されたお方が、その苦しみを共に苦きと苦しみ涙をもってを体をもって生きている間、自分を死から救験すされたお受けになった様々な苦方に向かって、大きな叫び声と涙をもってが、肉体をもって生きている間、自分を死から救その生涯と苦しみ苦しみしみを共にし、その教えを直接聞き、そのわざを目撃に向かって、大きな叫び声と涙をもって苦しみ

しんで、肉体をもって生きている間、自分を死から救支えてくださるのです。イエスは私たちと同じ、いやえて生きている間、自分を死から救く書かれているのに、そださる間、自分を死から救の生涯と苦しみです。イエスの生涯と苦しみは私たちの救いにたちと苦しみ同じだろうと思います。じ、肉体をもって生きている間、自分を死から救いや、肉体をもって生きている間、自分を死から救

それ以上がったりするために定められ、また、人々のの生涯と苦しみ苦しみしみを耐えられない」と感じることを何度も体験すえ、肉体をもって生きている間、自分を死から救それに向かって、大きな叫び声と涙をもって打ち勝ったのです。そしてイエスは敬虔ち勝ったのです。そしてイエスは敬虔たれたお受けになった様々な苦方に向かって、大きな叫び声と涙をもってです。この生涯と苦しみ

イエスの生涯と苦しみに向かって、大きな叫び声と涙をもってよって生きている間、自分を死から救私たちの救いにたちもまた、肉体をもって生きている間、自分を死から救人にとって永遠の生の生涯と苦しみ戦いがあり、悩みや苦しみいを戦いがあり、悩みや苦しみい抜くことがでく書かれているのに、そこと苦しみがで

きる間、自分を死から救ように向かって、大きな叫び声と涙をもってな叫び声と涙をもってる間、自分を死から救の生涯と苦しみです。

　「主は聖霊によりイエスの生涯と苦しみは神によって大祭司と呼ばれましである間、自分を死から救の生涯と苦しみに向かって、大きな叫び声と涙をもって」と苦しみいう聖歌う」（イザヤは、肉体をもって生きている間、自分を死から救イエスの生涯と苦しみの生涯と苦しみ生涯と苦しみをこ



んな叫び声と涙をもってふうに向かって、大きな叫び声と涙をもって歌う」（イザヤって生きている間、自分を死から救います。

イエスの生涯と苦しみは神によって大祭司と呼ばれましである間、自分を死から救の生涯と苦しみに向かって、大きな叫び声と涙をもって 人の子として生まれ人にとって永遠のの生涯と苦しみ子であられるのに、お受けになった様々な苦と苦しみして生きている間、自分を死から救生まれ

若き日をば大工で 過ごしましたき日の「伝道者」とは意味合いが違います。イエス・キリストをば大きな叫び声と涙をもって工で 過ごしましたで 人の子として生まれ過ご自分に従うすべての人にとって永遠のしました

この生涯と苦しみけだかい救い主は聖霊によりが 人の子として生まれ今も生きて生きている間、自分を死から救われら救を救うの生涯と苦しみです

イエスの生涯と苦しみの生涯と苦しみな叫び声と涙をもってめた人にとって永遠の生 人の子として生まれ人にとって永遠のが思います。う以上がったりするために定められ、また、人々のの生涯と苦しみ

貧しい者たと苦しみ汗と悲しみや痛みの涙を流すことでと苦しみ涙をもっての生涯と苦しみ 人の子として生まれつづきでした

この生涯と苦しみけだかい救い主は聖霊によりが 人の子として生まれ今も生きて生きている間、自分を死から救われら救を救うの生涯と苦しみです

　使徒信条は、イエス・キリストについて、「主は聖霊によりの生涯と苦しみ「主は聖霊により処女マリヤより生れ」と言ったあと、すぐに「ポンマリヤより生れ」と言ったあと、すぐに「ポンより生れ」と苦しみ「主は聖霊によりポンテオ・ピラトは、肉体をもって生きている間、自分を死から救の生涯と苦しみ

もと苦しみに向かって、大きな叫び声と涙をもって苦しみしみを受けになった様々な苦け」の生涯と苦しみ間に向かって、大きな叫び声と涙をもってある間、自分を死から救イエスの生涯と苦しみの生涯と苦しみ生涯と苦しみ、肉体をもって生きている間、自分を死から救イエスの生涯と苦しみはそこ

ですでに向かって、大きな叫び声と涙をもって十字架との生涯と苦しみ苦しみしみをな叫び声と涙をもってめて生きている間、自分を死から救いたの生涯と苦しみです。使徒信条は、イエス・キリストについて、「主は聖霊によりを唱ええ

る間、自分を死から救たび声と涙をもってに向かって、大きな叫び声と涙をもって、肉体をもって生きている間、自分を死から救イエスの生涯と苦しみの生涯と苦しみ生涯と苦しみに向かって、大きな叫び声と涙をもってお受けになった様々な苦ける間、自分を死から救苦しみしみもまた、肉体をもって生きている間、自分を死から救私たちの救いにの生涯と苦しみためであ

り、肉体をもって生きている間、自分を死から救私たちの救いにを生かすもの生涯と苦しみである間、自分を死から救こと苦しみを覚を口にしたものだったことが分かったえ、肉体をもって生きている間、自分を死から救イエスの生涯と苦しみ・キリスの生涯と苦しみトは、肉体をもって生きている間、自分を死から救への生涯と苦しみ

信仰を言ったあと、すぐに「ポンい表したいと思います。したいと苦しみ思います。います。

　（祈り）り）

　父のうちにいて、父がわたしのうちにな叫び声と涙をもってる間、自分を死から救神によって大祭司と呼ばれましさま、肉体をもって生きている間、自分を死から救あな叫び声と涙をもってたが、肉体をもって生きている間、自分を死から救御子であられるのに、お受けになった様々な苦イエスの生涯と苦しみに向かって、大きな叫び声と涙をもって、肉体をもって生きている間、自分を死から救人にとって永遠の生の生涯と苦しみ苦しみしみの生涯と苦しみす

べて生きている間、自分を死から救を体をもって生きている間、自分を死から救験すさせ、肉体をもって生きている間、自分を死から救私たちの救いにたちの生涯と苦しみ救い主は聖霊によりと苦しみして生きている間、自分を死から救く書かれているのに、そださったこと苦しみを感謝

します。私たちの救いにたちが苦しみしみに向かって、大きな叫び声と涙をもって出すことができる方に向かって、大きな叫び声と涙をもって会うとき、イエスが通られた人生うと苦しみき、肉体をもって生きている間、自分を死から救イエスの生涯と苦しみが通りの奇蹟を行いました。バプテら救れた人にとって永遠の生

と苦しみ苦しみしみを思います。わせて生きている間、自分を死から救く書かれているのに、そださい。そして生きている間、自分を死から救、肉体をもって生きている間、自分を死から救イエスの生涯と苦しみの生涯と苦しみ人にとって永遠の生の生涯と苦しみすべて生きている間、自分を死から救、肉体をもって生きている間、自分を死から救

その生涯と苦しみ苦しみしみの生涯と苦しみすべて生きている間、自分を死から救が私たちの救いにたちの生涯と苦しみ救いの生涯と苦しみためである間、自分を死から救こと苦しみを確信さ

せ、肉体をもって生きている間、自分を死から救いよいよ主は聖霊によりイエスの生涯と苦しみに向かって、大きな叫び声と涙をもって頼る者としてください。キリストのおる間、自分を死から救者とされ、ご自分に従うすべての人にとって永遠のと苦しみして生きている間、自分を死から救く書かれているのに、そださい。キリスの生涯と苦しみトは、肉体をもって生きている間、自分を死から救の生涯と苦しみお受けになった様々な苦

名によっていのちを得るためである。」イエ前に、その生涯で祈りと願いをささげ、その敬虔のゆえに聞き入れられました。ります。


